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報道関係各位 

平成 26 年 6 月 30 日 

公益財団法人 日本英語検定協会 

全国の主要国公私立大学の入試関係者 100 名に、 

大学入試についての緊急調査をおこないました。 
 

「大学入試に 4 技能を測定すべき」 ６６％ 

「大学独自で 4 技能を測定する試験を実施するのは難しい」 ６４％ 

 

公益財団法人 日本英語検定協会 （理事長：松川孝一、所在地：東京都新宿区、以下、「英検協会」） は、

昨今、わが国の大学入試改革の一環として、英語の外部試験の導入が有識者の間で議論されるなか、『大学入

試に関する調査』を急遽実施いたしました。 

 

本調査は、2014 年 4 月から 5 月にかけ、全国の主要国公私立大学の全 76 校の入試関係者（責任者・作問

者・運用処理者 ※一部、このいずれかの立場で過去に関係した者、及びその他、大学入試で影響を受ける英

語教育・国際教育担当者等）、全 100 名に対し、対面で計 13 項目のインタビュー調査を実施し、それを取りまと

めたものです。（一部紙面による回答を含む。） 

 

本調査を急遽実施した理由は、主要大学の入試関係者に、大学入試に関する考えを伺うことで、実態把握と

課題を洗い出し、今後、高校教育と大学入試、及び大学教育の連携を推進するためには、「いったいどのような

支援や制度的整備が必要か」、といった抜本的施策を検討するための手立てとなればと思いました。なお本調

査の詳細結果につきましては添付資料をご参照願います。 

 

【調査結果トピックス】  （※詳細は別紙のとおり） 

■ 「大学入学者選抜について 4 技能を測定すべきと思う」と回答した人は、66% 

・ 全体として、「そう思う」が 66%、「どちらとも言えない」が 21%、「そう思わない」が 10%  

・ 国公立の方が、私立よりも「そうは思わない」の割合が若干高かった。 

■ 「大学入学者選抜の英語の試験が 4技能化されれば大学の英語教育によい影響を及ぼすと思う」と回答

した人は、74% 

・ 全体として、「そう思う」が 74%、「どちらとも言えない」が 21%  

・ 私立の方が、国公立よりも「そう思う」の割合が 20% 程度高かった。 

■ 「大学が独自で 4 技能を測定する試験を実施することは実現可能とは思わない」と回答した人は、64% 

・ 全体として、「そう思う」が 11%、「どちらとも言えない」が 24%、「そう思わない」が 64%  

・ 国公立と私立の間に大きな意見の差はなかった。 

■ 「外部の資格・検定試験を活用し、4 技能を測定する試験に代替することは実現可能だと思う」と回答した

人は、53% 

・ 全体として、「そう思う」が 53%、「どちらとも言えない」が 32%、「そう思わない」が 15%  

・ 私立の方が、国公立よりも「そう思う」の割合が 20% 程度高かった。 

■ 「外部の資格・検定試験を活用し、4 技能を測定する試験に代替する場合、日本で開発されたテスト（英

検、TEAP、GTEC CBT 等）が好ましいと思う」と回答した人は、44% 

・ 全体として、「国産テストが 44%、「海外テスト」が 14%、「どちらでもよい」が 16%、「どちらでもない」が 18% 

・ 私立の方が、国公立よりも「国産テスト」と回答した割合が 15% 程度高かった。 

 

＜本件の問い合わせ先＞ 

公益財団法人 日本英語検定協会 広報調査室  皆川英明 

TEL： 03-3266-6840  FAX: 03-3266-6570 E-mail: kouhou21@eiken.or.jp 
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大学入試に関する調査について（概要） 

2014年 6月 30日 

公益財団法人 日本英語検定協会 

 

１．調査の目的と位置づけ 

この調査は、大学関係者の大学入試に関する実態を把握し、課題を洗い出すことを通じて、高校教育と

大学入試及び大学教育の連携を推進するためには、どのような支援や制度的整備が必要か等の点に関し

て、基礎的データを収集することを目的として、公益財団法人日本英語検定協会（以下、英検協会）が

実施したものです。 

 

２．調査の対象 

全国主要国公私立大学入試関係者（責任者・作問者・運用処理者）※一部、左記のいずれかの立場で過去に関係した

者及びその他大学入試により影響を受ける英語教育・国際教育担当者等からの回答も含む 

 

３．調査の時期 

2014年 4月～5月 

 

４．調査の実施方法 

対面による構造化インタビュー調査 ※一部紙面による回答を含む 

 

５．回答数 

100件（全 76校） 

 

６．標本特性 

 

 

 

７．質問項目及び結果概要（計 13 項目） 

私立が 54％で国公立が 46％と 10％程度私立が多くなっている。 

 

責任者：学長・入試課長・入試センター長等 

作問者：学部教授・講師等 

運用処理者：入試課・入試センター等 

運用処理者が 44％で作問者の 20％、責任者の 18％よりも 20％程度 

多くなっている。 

 



 

※グラフ左：回答者全体、グラフ右：設置者別 

※ボックス上：結果解説、ボックス下：個別意見 

 

①大学入学者選抜において４技能を測定すべきだと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

②大学入学者選抜の英語の試験が 4 技能化されれば、日本人は本当に英語を話したり書い

たりすることができるようになると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

③大学入学者選抜の英語の試験が 4 技能化されれば、大学の英語教育に良い影響を及ぼす

・全体としては「そう思う」が 66％、「どちらとも言えない」が 21％、「そう思わない」が 10％となった。 

・設置者別では国公立の方が私立よりも「そう思わない」の割合が若干高かった。 

・全体としては「そう思う」が 39％、「どちらとも言えない」が 34％、「そう思わない」が 21％となった。 

・設置者別では国公立の方が私立よりも「そう思う」の割合が 10％程度高かった。 

・私立の方が国公立よりも「どちらとも言えない」の割合が 20％程度高かった。 



 

と思いますか。 

 

 

 

 

 

 

④大学入学者選抜の英語の試験が 4 技能化されれば、高校の英語教育に良い影響を及ぼす

と思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤貴学の個別試験で 4 技能測定を実施したいと思いますか。 

・全体としては「そう思う」が 74％、「どちらとも言えない」が 21％となった。 

・設置者別では、私立の方が国公立よりも「そう思う」の割合が 20％程度高かった。 

・全体としては「そう思う」が 44%、「どちらとも言えない」が 32％、「そう思わない」が 15％となった。 

・設置者別では、私立の方が国公立よりも「そう思う」の割合が 5％程度高かった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

⑥大学が独自で４技能を測定する試験を実施することは実現可能だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦外部の資格・検定試験を活用し、４技能を測定する試験に代替することは実現可能だと

・全体としては「そう思う」が 48％、「どちらとも言えない」が 25％、「そう思わない」が 23％となった。 

・設置者別では、国公立の方が私立より「どちらとも言えない」の割合が 5％程度高かった。 

 

 

・全体としては「そう思う」が 11％、「どちらとも言えない」が 24％、「そう思わない」が 64％となった。 

・設置者別では、国公立と私立の間に大きな意見の差はなかった。 

 



 

思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦-（１）外部の資格・検定試験を活用し、４技能を測定する試験に代替する場合、貴校を

受験する生徒の数は減ると思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

⑦-（２）外部の資格・検定試験を活用し、４技能を測定する試験に代替する場合、大学側

・全体としては「そう思う」が 53％、「どちらとも言えない」が 32％、「そう思わない」が 15％となった。 

・設置者別では、私立の方が国公立よりも「そう思う」の割合が 20％程度高かった。 

 

・全体としては「そう思う」が 32％、「どちらとも言えない」が 37％、「そう思わない」が 26％となった。 

・設置者別では、私立の方が国公立よりも「そう思う」の割合が 10％程度高かった。 

 



 

が得られるメリット（作問及び成績処理の費用と手間等）はデメリット（検定料収入、対

外的イメージ）を上回ると思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

⑦-（３）外部の資格・検定試験を活用し、４技能を測定する試験に代替する場合、（A）日

本で開発されたテスト（英検、TEAP、G-TEC CBT 等）と（B）国際的に認知されている

テスト（IELTS、TOEFL iBT 等）ではどちらが好ましいと思われますか。お選び下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

・全体としては「そう思う」が 38％、「どちらとも言えない」が 45％、「そう思わない」が 15％となった。 

・設置者別では、私立の方が国公立よりも「そう思う」の割合が 15％程度高かった。 

 

・全体としては「国産テスト」が 44％、「海外テスト」が 14％、「どちらでもよい」が 16％、「どちらでもな

い」が 18%となった。 

・設置者別では、私立の方が国公立よりも「国産テスト」の割合が 15％程度高かった。 

 



 

 

 

⑧外部の資格・検定試験の 4 技能型英語テストで一定基準に達している入学志願者に入学

者選抜の英語の試験を「みなし満点」とする大学がありますが、これは貴校にとって導入

しやすいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨入学者選抜において英語の 4 技能を評価して選抜を実施する場合、大学に 

おいてその能力をさらに伸ばすような教育課程が編成されていますか。 

 

・全体としては「そう思う」が 24％、「どちらとも言えない」が 30％、「そう思わない」が 41％となった。 

・設置者別では、国公立と私立では大きな意見の差はなかった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

⑩達成度テストにおいては 1 点刻みにならない結果表示が検討されていますが、英語試験

の結果として何段階であれば使いやすいですか？ 

 

 

 

 

 

 

・全体としては「そう思う」が 61％、「どちらとも言えない」が 29％、「そう思わない」が 5％となった。 

・設置者別では、国公立と私立では大きな意見の差はなかった。 

 

・全体としては「1 点刻み」が 35％、それ以外の「数段階表示」が 5%~9%だった。 

・設置者別には、国公立の方が私立よりも「数段階表示」の割合が 10％程度多かった。 

 

・設置者別では、国私では大きな意見の差はなかった。 

 


